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急性広範性肺動脈血栓塞栓症52剖検例の法医病理学的研究

内容の要旨

呂

 急性広 範性肺 動脈血 栓塞栓 症(PTE)は 突 然死 の経過 を とる例 が

多 く、生 前 の情報 が 少 ない た め、そ の詳 細 な実 態 は不 明な 点が 多

い。本研 究 ではPTE52例(男 性24例 、女性28例 、平均年 齢53,8±15.8

歳)を 対象 とし、剖検所見 の肺動脈 と下肢深部 静脈 の病理 組織学 的

検討結果 か ら、症例 の病態把握 を行 った。 検索方法 は、剖 検時 に肉

眼的 に血 栓の有無 を確 認 したの ち、肺 を摘 出 しホル マ リン加圧 固定

を行 ったの ち、肺動脈 を露 出 して区域動脈 か ら末梢}こいた る5㎜ 間

隔の横 断切片組織 を作製 した。 下肢 深部静脈 につい て も同様 に剖 検

時 に下肢 を背面 か らアプ ロー チ し、 下肢深 部静脈 を摘 出 ・固定後 、

腸骨静脈 か らヒラメ静 脈にい たる横 断切片標 本か ら下肢深部静脈血

栓(DVT)の 組 織学的性 状 を検討 した。結 果は、検討例 の ほぼ全 例

の肺動脈 に新鮮血栓 と器 質化血栓 の混在 がみ られ 、病理 学的 には慢

性反復性PTEの 経過 が示唆 され た。ま た、器 質化血 栓 の分布 と局在

か ら、PTEの 病状 の進 行 は、まず区域 動脈域 で塞栓 子の器質化 がお

こ り、そ の後反 復性塞栓 症お よび肺 動脈 内での血栓 の線溶 ・分断化

に よって葉動 脈か ら末 梢の細 かい動脈ま で広範かつ禰 漫性 に器質化

血栓に よる閉塞が生 じる と考え られた。

 広範性PTEに ともな う副所 見 と して、21%に 肺 梗塞 がみ られ、筋

性 動 脈 の変化 は 内膜肥 厚 が48%に 、器 質化 血栓 が52%に 認 め られ

た。肺梗塞 の出現率 は器質 化血栓 の分布 との関連 はみ られず 、筋性

動脈の変化は高度器質化例で多 く認 められた。

 症例 の生前 の臨床経過 を調査 した ところ、6割 以上 が生前PTEに

起因す る症状 を呈 し、 うち半数 が医療機 関を受診 して いたがPTE診

断率 は症 例全体 の8%で あった。 臨床症状 と病理所 見の対比 では、

器質化血栓が高度な例で前駆症状の 出現率が高 かった。

 次 にPTEとDVTの 関連 を検討 した ところ、対 象の94%でDVTが 確

認 され た。PTEと 同時に左右 下肢深 部静脈 の詳細 な検索 を行 うこ と

ので きた18例 の検討 では、DVTの7割 が両側性発症 で、 ヒラメ静脈

血栓 の検 出頻度 が最 も高か った。 また、肺動脈 にお ける反 復性塞 栓

症の履歴 の進 行 に ともなって、DVTも 下腿 静脈 限局型 か ら下肢全域

に器質化血栓の分布が広範かっ高度 になって いた。

 以上 のこ とか ら、従来一 回発症型 のた め予 見が困難 であ ると考 え

られ ていた急性広範性PTEの 多 くが、 subclinicalな既往 を もつ慢性反

復性PTEと 考 え られ た。反復性 塞栓症 の経過に ともないPTEと それ に

ともな う病 変 も重篤化す るた め、比較 的初期 の段階でDVTIPTEを 診

断す ることが致死 性発作の回避に重要で あると考 え られ た。

彩 子

論文審査の要旨

 本 邦 では、急性 広範 性pulmonary thromboembolism(PTE)の 剖検

例 を集積 した報告 は少 ない。 本研究 はPTEに よる多数 の急死剖 検例

の病態、お よび塞栓源 としてのdeep vein thrombosis(DVT)と の関連

につ き、主 と して病理組織 学的手 法に よ り検討 した もので ある。そ

の結果、従来 は一回発症型 のた めに予見が 困難 であ ると考 え られ て

いた急性広範 性PTEの 多 くの例 で、 subclinicalな慢性反復性 の経過 を

有 す るこ とが推 察 され た。 また反復性 塞栓症 の経過 が よ り進 行 して

いる と考 え られ る例 において は、 自覚症状や末梢肺 動脈病変 の 出現

率 が高い結果 が得 られ 、病初 期の段階 でDVT/PTEを 診断 する ことが

致 死性発 作の回避 に重要である ことが示唆 された。

 審査 ではまず 、研 究対象 とな った広 範性PTEの 定義 につ いて質問

があ り、本研究 では過去 の文 献 にな らって新鮮血栓 に よる葉 動脈一

対 以上の 閉塞例 を対象 とした が、実 際には多 くの症例 が肺 門部 をほ

ぼ閉塞す る例であ った との回答 がな され た。 また研究期 間 中、全身

性 の血 栓傾 向を きたす 疾患 の合 併 のた め、検 討 対象 か ら除外 した

PTE症 例 が1例 あった との補足がな された。

 つ ぎにPTEとDVTの 器 質化 の進 行度 について 、両者 の相 関性 につ

いての統計 学的検討 を加 えるべ きでは ないか と指摘 された。ま た、

肺動 脈のmicroembolismに 関す る質 問に対 して は、今回 呈示 は してい

ないが3例 に認 め られた との回答 があ り、血croembolismの 検 出率が

低 い理 由 としては、心疾患 の合併が な く肺の線溶能 が高 いためでは

ないか との意 見が述 べ られた。

 さらに、 ヒラメ静脈血栓 症が高頻度 に認 め られ た理 由に関 しての

考 察が求 め られた が、過去 の文献や本研 究 の結果 か らは明確 には理

由を説 明で きず、非PTE患 者 にお け るDVTの 頻度 ・局 在等 について

の検討 を行 っ て ヒラ メ静脈 血栓症 とPTEと の関連性 を さらに明 らか

にす る必 要が あ ろ うとの指 摘 があ り、これ らは 今後 の課題 と され

た。

 本研究 で得 られ た結果 か ら、PTEに よる急 死 を予 防す るための提

言 が求 め られ、DVTに 対す る積極 的 な予防 ・治療 、一般 人へ のPTE

の啓蒙 による前駆症状 出現時 の受診 率の 向上、病初 期 にお け る医療

機 関受 診 時の適 切 な診断 の3点 が重要 で あ ろ うとの回答 が な され

た。

 以上、本研究 は今 後 さ らに検討す べきい くつ かの課題 を残 してい

るが、症例数 が多 く本 邦のPTEに よる急死例 の有益 な資料 とな り う

る点、subclinical PTEの 存在 を指摘 し臨床 へ の示唆 に もつ な が る点

で、臨床病 理 学的 な らび に社会 医学 的 に有意 義 な研 究 と評 価 され

た。
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